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粉本「花鳥図」／紙本着色（部分）粉本「花鳥図」／紙本着色（部分）

１１月は無休

１２月から月曜日（祝祭日の場合は翌日）

１２月２９日（水）～令和４年１月３日（月）

午前９時～午後４時３０分

一般２００円、高校生９０円、

小中学生５０円（市内小中学生は土日無料）
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〒998-0046 山形県酒田市一番町8-16　TEL･FAX0234-24-6544　　　  sakata-city-museum@city.sakata.yamagata.jp



次回企画展予告

資料館調査員による展示解説

雛人形と

風流の世界（仮）

令和４年２月２６日（土）

～４月４日（月）

◆JR酒田駅から庄内交通バス

　（約９分）「大通り商店街」下車

　徒歩１分

◆庄内空港からシャトルバス

（約30分）「中町」下車徒歩５分

◆日本海東北自動車道「酒田

　中央I.C」より約10分

　（駐車場あり）

〈アクセス〉

酒田
市役所 至

山居倉庫↓

至 酒田駅↑

一方通行

一方通行

中央分離帯

旧鐙屋
酒田
産業会館

中通り商店街

本間家
旧本邸

酒田市立
資料館

★

酒田駅から車で5分、

大 通り緑 地 裏 手 に

あります。

　梅月は江戸後期の酒田の女絵師です。酒田内町組大庄屋の伊東家に生まれて彫刻師・白崎

善次郎（文錦堂）の養女となり、絵は鶴岡の氏家龍渓、酒田の筒井雲泉に学びました。江戸に出て

谷文晁にも師事しています。花鳥画、山水画を得意とし、歌や俳諧などにも長じた才女だったといわれ

ていますが、弘化３年（１８４６）に３３歳の若さでこの世を去り、経歴や人物像は謎に包まれています。

現在、名前を聞くことも作品を目にすることもほとんどありません。

　資料館では昨年度、梅月の資料を新たに収蔵し、ばらばらになっていた粉本類（習作や下書き）を

補修しました。梅月本人が描いたもの、あるいは手本として入手したものと思われますが、梅月の実力の

高さ、熱心に絵に取り組んだ姿勢がうかがい知れます。本企画展では、これらの粉本を中心とした

新資料を紹介します。資料館旧蔵の梅月の作品２点なども併せて展示します。酒田の文化史の

１ページを彩る人物として、多くの方に知っていただく機会となれば幸いです。

梅 月 謎多き酒田の女絵師
ば い      げ つ

「水墨山水図」／紙本墨画淡彩 粉本「張良図」／紙本着色 粉本「唐美人図」／紙本着色（部分）

粉本「猪図」／紙本着色

梅月筆　五言絶句

日　時／１２月１１日（土）
　　　　①午前１０時～ ②午後１時～（各回１時間程度）

会　場／酒田市立資料館１階企画展示室

料　金／無料（入館料別途必要）

定　員／各回１０名

申　込／11月27日（土）から受け付け

お問合せ Tel : 0234-24-6544
※駐車場に限りがありますので、申し込み時にお問い合わせください。

粉本「熊図」／紙本着色（部分） 


